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高齢者居住施設のこれまで
近代以前から近代の確立

住宅から施設へ

一般住宅・住居（総合的存在）からの分岐・派生として
の社会施設

「施設」の誕生 ビルディングタイプ別計画論の確立

近代主義：機能分化の系譜



図出典：大原「変化する高齢者の住空間」、pp.2-5
TOTO通信2000・vol3、ＴＯＴＯ（株） 、アキタ・デザイン・カン 次ページに続く‡



図出典：大原「変化する高齢者の住空間」、pp.2-5
TOTO通信2000・vol3、ＴＯＴＯ（株） 、アキタ・デザイン・カン‡



明治５年に設立された東京都養育院では、
昭和８年に老人ホームが誕生



慈善住宅（ホームレス
の人のための住居）、
今は高齢者住宅
ローマ市



図出典：大原「変化する高齢者の住空間」、pp.2-5
TOTO通信2000・vol3、ＴＯＴＯ（株） 次ページに続く‡



図出典：大原「変化する高齢者の住空間」、pp.2-5
TOTO通信2000・vol3、ＴＯＴＯ（株）‡



福祉施設の起源
• 聖徳太子による四天王寺 推古天皇元年 （593年）

「四箇院の制」の採用（『四天王寺縁起』）

“敬田院” ：仏法修行の道場

“施薬院” ：病者に薬を施す

“療病院” ：病気の者を収容し、病気を癒す

“悲田院” ：身寄りのない者や年老いた者を収

容する



近代主義（機能分化・専門分化の思
想）により形成された「高齢者施設」

• 「様々な機能が外に出て行った後、取り残された
存在としての老人施設」（在塚礼子）

• 機能対応型施設配置

「一対一主義」

「一機能一殿舎」（鈴木博之）

• 機能主義的認識 トータルな包み込み

専門施設 ←→ 住宅



高齢者施設の世界
ーとり残された「近代」ー

• 公共・制度主導の施設

• 新たな施設：新たな分類収容

• 施設のタイプ：専門性の先鋭化

ー脱「近代」へ向けてー



～施設の住宅化と
住宅の施設化～ の時代

• 施設空間の住宅化・住居化： 居住環境の
重視

• 大部屋から個室へ

• より親和性のある小さい社会環境へ

• 連続した多機能性



住宅化する施設空間



『住まいに向かう高齢者施設』日本の高齢者施設の計画史に関する研究 報告書、（社）日本医療福祉建築協会 2004.11 より‡



集団処遇

収容施設

個別ケア

生活の場



住宅への回帰

• 住宅のヒューマン・スケール

• なじみやすさ 使い慣れた空間



こもれびの家



こもれび玄関



居室の入り口



廊下と居室の関係





まりやの家



オーストラリアの新築の例
レイプレース



住宅地の形成



住宅街の中に



公営住宅の改築



通常の公営住宅の１階部分





「住宅」的なものを求めて

• 住宅の雰囲気の追求

• 「住宅」的→「和風」 への短絡的理解

• アナクロニズムへの傾斜



囲炉裏は万能か？



思い出の品

Cohenらによる紹介
Cohen, Uriel, and Gerald D. Weisman. Holding On to Home: 

Designing Environments for People with Dementia. p.60. 

© 1991 The Johns Hopkins University Press.

Reprinted with permission of The Johns Hopkins University Press.

著作権処理の都合で、

この場所に挿入されていた画像は

削除されました。

‡



高齢者は昔のものが好き、
懐かしいもの幻想→虚構の昔





自分の居室を認識しやすくする工夫？



住宅として大事なものは何？

• 誰のための住まい？

• わかりやすさ
or

尊 厳



ふつうの暮らしの追求
→住まいの原型への遡及

•「普通の生活」の不可解 虚像と記憶

•「住宅」のあり方を問う いまこそ住
宅規範の再考

•住むことの尊厳・権利を保障する環境
として

•生活展開を可能とする空間の広さ・包
容力



「住宅」＝「生活」の追求

•住宅（生活）を求める本質は住宅（生活）の
もつ「総合性」にある

• 「住宅」概念のもつ綜合的な環境への再編、
「力」のある住宅

•新たな住宅規範の構築（再認識）の必要性

：生活視点



高齢者施設の課題
：近代を超えること

• 機能対応型施設から住宅へ

機能主義的認識 → トータルな包み込み

施設 → いえ・まち

ビルディングタイプを超えること

脱構築→（脱施設？）→超施設

「場」の考え方「建築地理学」（長澤泰）

全体をとりまとめるソフトの重要性（ex.地域通
貨）



専門技術より綜合化

• 単なる個人の身体動作や生活技術の回復
ではなく、全人的な回復（リハビリテーショ
ン）を求める

• 本人の主体性を引き出すイネーブラー、
ファシリテーター、触媒、二人称的な役割



生活ということの意味
～綜合・参画・共立～

• 機能別配置ではなく、綜合的・流動的な
計画・プロセス ノンフォーマルなシステ
ム 地域性

• ユーザー主体の参画による空間づくり
与えるものではなく共につくりあげること

•小さな共同体の試行における可能性 自
立だけではなく共立・共棲の生活環境づ
くり



綜合性

• 綜合的・流動的なシステム

宅老所から学ぶ：小規模多機能

各種サービスを補完しながら積み上げる
のではなく、

新たな地域ニーズの発掘に寄与する



宅老所から学ぶ

• 託老所あんき （愛媛県）

古民家改造型デイサービスから

• 宅老所よりあい（福岡県）

• 地域に溶け込むケア拠点の発展

通って（デイサービス）→泊まって
（ショートステイ）→住む（グループホーム）





託老所あんき‡









宿泊用の家 職員の詰め所になる居間



店舗にしたいという倉庫







地域分散

• せんだんの杜 （宮城県）

特別養護老人ホームが母体

• 地域サテライトケア

地域住民の巻き込み



地域サテライ
トケア

小学校区を
ねらって

せんだんの杜‡



せんだんの杜‡



中山地域探検隊
学習会活動
助け合い調査

町内会との連携
見学会開催
会食会協力

地区社会福祉協
議会との協働

せんだんの杜‡







密接連携

従来型（多床室）

サテライト型居住施設について
（特養のサテライト展開）

３０人

ユニット

２０人 本体施設との密接な関係を考慮し、規制緩和

本体施設

＋

建物貸与可

○廊下幅 → 既存施設の改修利用を可能に
（片廊下 １．５ｍ → １．２ｍ）

○医務室・調理室
→ 本体施設の利用を条件に簡易な設備で足り

ることとする。

○管理者（施設長）
→ 本体施設と兼務可

○生活相談員
→ 併設事業所との兼務可

○看護職員
→ 非常勤でも可

居宅に近い居住環境へ

改修
1010
人人

1010
人人

1010
人人定員減

ー２０人

ユニット

1010
人人

1010
人人

ユニット

1010
人人

1010
人人

サテライト居住型施設
個室・ユニットケア

５０人

併設

（定員２０人以
下）



小規模多機能型居宅介護のイメージ

基本的な考え方：「通い」を中心として、要介護者の様態や希望に応じて、随時「訪問」や「泊まり」を

組み合わせてサービスを提供することで、在宅での生活継続を支援する。

基本的な考え方：「通い」を中心として、要介護者の様態や希望に応じて、随時「訪問」や「泊まり」を

組み合わせてサービスを提供することで、在宅での生活継続を支援する。

利用者の自宅

様態や希望により、
「訪問」

地域の他のケア資源や
地域包括支援センター

との連携

管理者等の研修
外部評価・情報開示

地域に開かれた透明な運営

サービス水準・職員の資質の確保

小規模多機能型居宅介護事業所 併設事業所で
「居住」

在宅生活の支援

「訪問」

「居住」

○グループホーム

○小規模な介護専用型
の特定施設

○小規模介護老人福祉
施設（サテライト特養等）

○有床診療所 等

人員配置は固定にせず、
柔軟な業務遂行を可能に。

様態や希望に
より、「泊まり」

＋ （併設）

○「通い」の利用者１５名程度

○１事業所の登録者は２５名程度

○「泊まり」は「通い」の利用者に限定

○「泊まり」の利用は５名までを基本

○どのサービスを利用しても、なじみ
の職員によるサービスが受けられる。

○小規模多機能型居宅
介護事業所と連続的、
一体的にサービス提供

○職員の兼務を可能に。

「通い」を中心
とした利用



小規模多機能施設の例 さくらホーム 鞆の浦



‡ さくらホーム 鞆の浦







高齢化は止まる？
昭和50年代の理解





未来社会 関前村の例

「超高齢社会」の実態
人口の約半数が高齢者の村で見られること
（2002年調査）

• 調査対象地域：

• 愛媛県越智郡関前村

• 岡村島・小大下島・大下島

大原・井上・藤岡：地域通貨を媒介としたコミュニティづくり
と高齢者の地域生活、建築学会大会発表

梗概集 2003年，E-2分冊，pp.159-160

 人口

 65歳以上人口

 高齢化率

　　670人   　

276人

41.2%

関前村全体 岡村島

　　901人     

  428人 

47.5%



岡村島主要部

関前村

竹原

今治

広島県

愛媛県

大崎下島
豊島

大崎上島
大三島

安芸津

●
善照寺

●

●神社

●

●

岡村港

●保育園
●小・中学校

●

●

●郵便局

コープ

●神社

●

港務所
     １F

●

ｃ商店

●

●

●

●

●

集会所

駐在所

●

●

●

●
高齢者
生活福祉センター

●

●
ａ商店

豆腐 ｅ酒店

診療所

化粧品

美容室

離島センター

ｂ酒店

役場

理髪店

ｄ商店

理容

宮側宮浦



大原・井上・藤岡：地域通貨を媒介としたコミュニティづくりと高齢者
の地域生活
建築学会大会発表梗概集 2003年，E-2分冊，pp.159-160

地域社会・物理的環境全体を施設のように使
いこなしていく方法：単体の建物にはとらわれ
ない生活

地域通貨によるサポート ‡



団体名  グループだんだん

活動範囲  関前村岡村

 「安心して老いる島」をモットーに、住民がお互いに

 「できるとことを」「できるひと」が「できるとき」

 にしながら、支え合いの仕組みをつくっていくこと。

計測基準  30分のサービスを１点と換算

 会員になると20枚のチップが渡され、サービス30分に

 つき１枚のチップと交換する。チップは年度ごとにゼ

 ロに戻す。

 日常生活で困っていることなら何でもよい。送迎、買

 い物、運搬、子守りなど30種以上。

会 費  年会費500円。

会員数  70人 (平成14年7月現在)

方 法

サービスの内容

目 的　

地域通貨「だんだん」活動概要



路上で交流する人々



足尾町の高齢者たちの暮らし
図出典 木原孝久：住民主体の「福祉の町づくり」の手法,筒井書房1994

足尾（栃木県）の町

‡



図出典

木原孝久：住民主体の「福祉の町づくり」の手法,筒井書房1994
‡



まちと施設が一体になる

•まち施設

•地域への分散化

•脱「施設」の

学校、病院、美術館、
博物館、劇場、etc

「街がぼくらの学校だ！ 子どもの遊びと街研究会の活動の記録」
発行：子どもの遊びと街研究会‡



１９３０



１９９０

‡



２０２５

‡



２０５５

‡
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＜老人＞の誕生（と死）

• 誕生：

「その他の者たち」

から

「存在するカテゴリーとし
てのマイノリティ」
へ

• 死：マイノリティの不在

フィリップ･アリエス <子供>の誕生、みすず書房‡



まち全体で住むことについて

• 宅老所 制度設計の有効性への疑問

• 弱さの力 悩む力 降りていく生き方

• 小規模スケール 住宅から／への転用

• 地域分散・アウトソーシング 公民の
協働、逆デイサービス

• ノン・フォーマルなケアシステムへ



転用の知恵

• 託老所あんき （愛媛県） 古民家改造

• 地域に溶け込むケア拠点

発展

デイ→お泊まり→グループホーム



地域にあるものを仕方なく使う：
持たざる者の知恵

佐久市恵仁会 銀行転用のデイサービスセンター



御代田町 きくちゃん家



佐久市 恵仁会

GHあおぞら・そよかぜ



黒崎東宝 げんき倶楽部







ホテルを転用した病院



ちくぜん
高級料亭からの転用

いこいの家 ちくぜん‡



「ヘスティア華城」
小規模多機能＋
有料老人ホーム

‡ ヘスティア華城



小規模多機能施設 上総（京都）
：診療所付き住宅からの転用







共に自立する：共立

• ひとりではなく、グループ居住による力



最近のプロジェクトから

• ２つのプロジェクトの紹介

１）方南町 小規模多機能高齢者施設

徹底した分棟式 まちづくりと一体化

ワークショップを活用した計画プロセス

２）特養のそばにある「優しい時間」

たばこ屋さんのノンフォーマルな展開



方南町project：分棟（住宅スケール

を保った小規模多機能施設）

写真・図の出典と設計：類設計室‡



図出典・設計：類設計室‡



方南２丁目高齢者施設を契機とした

まちづくりワークショップ



第１回ワークショップ



第１回ワークショップ



第１回ワークショップ



第２回ワークショップ

「施設の使い方について考えよう」

6月25日（土） 泉南中学校

〈プログラム〉

・施設の概要に関する説明

・地域交流スペースなどの使い方と配置について
〜平面図を使ったデザインゲーム〜

・外部空間の使い方とデザインについて
〜起こし絵を使ったデザインゲーム〜



第２回ワークショップ



第３回ワークショップ

「周りの地域との関係について考えよう」

７月２日（土） 泉南中学校

〈プログラム〉

・買い物マップの作成
〜グループホームの入居者が昼食の買い物に行く場合〜

・散歩マップ（ぐるっと方南マップ）の作成
〜皆が楽しめる方南町周辺の散歩コースを考える〜



第２回ワークショップ



第３回ワークショップ



第３回ワークショップ



第３回ワークショップ まちと一体的に計画



第４回ワークショップ



計画中の施設
〜第１回ワークショップの結果が取り入れられた部分〜

赤：地域利用

緑：グループホーム



計画中の施設
〜第２回ワークショップの結果が取り入れられた部分〜

赤：外部空間

緑：地域利用



図出典・設計：類設計室‡



建築後の課題：

息づくような彩りを加える

緑化、路地づくりワークショッ
プ、掲示板作り、等

図出典・設計：類設計室‡



事後ワークショップ：
ペットボトルのプランター
で花一杯作戦 （第１回）



２回目には200個作成



作成したフラワーポットを地域に配りに



足立区のたばこ
屋プロジェクト

インフォーマルな存在か
らの転換



８月 実測

打ち合わせ

９月 プラン検討

きっかけ

時折来る施設のお年寄りがゆっくり過

ごせる場にならないか・・？

施設の居住者から依頼を受け、食事を

提供したところ、ゆっくり時間をかけ

て食事をすることができた。

１０月 着工

１１月 竣工／開設



小規模施設外リビングの概要

0 1 2 3

A

B

C

改修前 改修後

問題点：車椅子用トイレがない

狭い、段差がある。



特養とまちとの接点
縁側のように気軽に立ち寄る事ができる場所



Nine dots puzzle ４本の直線で一筆書き

外に視点を置く思考
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